
　本年、2021年夏期集中講座向けのインタビューに答えて、私は「達人化10年ミッション」の「科学的推測に
基づく計画＝行程表が、新型コロナ流行を受けての全講座映像化によって（良い方向に）完全に裏切られた」と
申し上げ、さらにこの大改革といえる凄まじいまでの皆さんの上達により、次の3つの変化

 （一）上級のスタートが早まる
 （二）10年後（今から7年後）の到達レベルが上がる
 （三）本物の達人になる人数が増える
　
が起こることになり、これら3つの変化が皆さん一人ひとりの中で、さらに次の3つの変化

 （1）中級をより早くマスターし、上級をより早くやりたくなってくる
 （2）10年後の到達度が上がり生涯における達人レベルが上がる
 （3）高い能力を発揮できる領域・種目・行為が増える

となって姿を現すということを、申し上げました。

　皆さん、いかがですか？かねてより達人化10年ミッション達成と同時に導入開始される予定であった上級講
座ですが、コロナ禍における映像化により順調かつ高効率に中級講座の発出がなされたことにより、6年以上
前倒しして導入開始される運びとなりました。
　既に発表したことからもおおよそ推測されていると思いますが、この中級講座の高効率な発出により上級を
目指す皆さんの上達進化は、当初"生講座"で計画されていた上達進化度に比して本年秋期集中講座終了の11
月末時点で、平均1.8倍となることが分かりました。これは、達人ミッション発表後の3年4ヶ月間に、その1.8倍
の72ヶ月すなわち6年分の上達進化を皆さんが達成したことを物語っています。これは皆さんにとっても私に
とっても、誰にとっても、とても好ましく喜ばしいことと言えます。このことが、皆さんの上達進化のより短時間で
の達成、そして上級の導入開始の大幅な早期化を招いたからです。

　ここからとても大事な話をします。ではこのことから皆さんの上達進化が達人化ミッションの10年終了後レ
ベルに到達したかといえば、そうではなく、10年引く6年の差である4年分が不足している、ということになりま
す。つまりは10年分に近い中級講座の本格的な内容を映像化により発出し、お届けすることができ、それにより
皆さんには6年分の上達進化を達成したが、一方同時に4年分は取りこぼしが生まれてしまった、2018年8月
の高岡英夫の本質力レベルに到達するには4年分の差を埋める必要が残った、ということなのです。

　ではこの4年分をどう埋めるか？それは上達科学の真理を決して裏切ることなく、でも絶対に楽しく、思い切り
面白く興味津々でやるやり方に、勝るものはありません。そのやり方はこうです。
　まず上達科学の真理は、本質力の点で潜在的に上級の脳の使い方を含む上級に必須不可欠の基礎情報（理
論と方法）を満載した中級講座（ものによっては少数だが初級の場合もある）の全てを集中的に復習（正確には
上級を学ぶための準備となる”土台造り”）することにありますから、この上級準備に1年半をかけます。そしてそ
の準備作業が終わるまで上級開始を待つのではなく、可能な限りマイナスが少なくなるよう留意しながら、でき
るだけ早く、思いっきり楽しく、興味津々で上級講座を受けられるようにする、ということです。以上をまとめての
結論は、（一）本年冬期・来年春期集中において新作発表を止め、最重要の根幹的講座であるトップ・センター、
寝臥位センター、歩道、細胞正常力の4分野で上級準備講座を行うこと、（二）続く来年GW期集中において新
作の上級講座を同じ4分野で発表すること、となりました。

ついに上級の時代が始まる！！
高岡 英夫  談

皆さんの凄まじい上達が上級講座を強力に呼び寄せた！！！

上級講座が6年、前倒しに！！

4年分の不足とは何か？？

上級準備講座と上級講座の発進！！！

　上級開始は入門・初級者にも必ず役立ちます。それは中級の開始とさらに内容の進化が、やがて達人化10年
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上級開始は入門・初級者にも大朗報！！

→


